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2. 1 管理システムの構成 ωffi.Ex出j)
現在、先端科学技術育成センターの利用者には、利用状況の把握を目的として、任浄l用開始時に所属、氏名、
入場時刻の入力、 ~J用終了時に使用機械ごとの占有時間の入力、退場時刻の入力が義務付けられている。 本











Fig.l 利用状況管理システム Fig.2 利用者入力ウインドウ
2. 2 管理システムの開発環績
本研修にて使用したプログラミンゲ言置は、 VisualBasicであるが、プログラムを作成するために使用した
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Fig.4利用者入力ウインドウ
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